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1. はじめに 
現代日本において,少子化が進行する一方で,育児期の保
護者が抱える心理的負担は深刻化している.特に「ワンオペ
育児」と呼ばれるような,保護者が一人で長時間にわたって
育児を担う状況では,孤立感や不安感が強まり,メンタルヘ
ルスへの影響が懸念されている. 
こうした問題に対しては,行政による相談窓口や地域の子
育て支援センターなどの支援策が存在するものの,物理的・
時間的制約や感情的ハードルにより,十分に活用されていな
い現状がある.	特に,育児における「共感的な声かけ」や
「感情の受け止め」を日常的に行う支援体制は,まだ十分に
整備されておらず,保護者が抱える心の声に応える手段が求
められている. 
一方,近年の人工知能技術の進展により,対話型 AI が日常
生活の中に浸透しつつあり,その応用可能性が福祉や育児支
援の分野にも広がっている.特に,大規模言語モデル（Large 
Language Model: LLM）を基盤とした GPT（Generative Per-
trained Transformer）は,人間に近い自然な言語生成能力を有
り,ユーザーとの共感的な対話を実現できる点が注目されて
いる. 
本研究では,GPTベースの対話 AIを活用し,育児中の母親
に対するメンタルヘルス支援の実用性を検証する.具体的に
は,AI の応答における共感性・受容性・安心感が,母親の孤
独感や不安感をどのように緩和し得るかを探る.	また,プロ
ンプト設計によって,応答スタイルがどのように変化するか
を比較・考察し,より有効な支援の実装指針を提案すること
を目的とする. 
現段階では,小児科医として働く育児中の母親一名を対象
に,テキストベースの対話を通じて AI の使用体験を調査し

ている.今後さらに被験者を募る予定である. 

2. 先行研究 
近年,育児期の母親が抱える心理的負担に対する関心が高

まっており,孤独感や不安感,自己肯定感の低下がメンタル

ヘルスの悪化に直結することが指摘されている.Inksterら[1]
は,AI対話アプリ「Wysa」の実証研究において,	育児イベン
トを経験した母親ユーザーにおいては,抑うつ傾向が AI と
の対話によって有意に緩和されることが報告されている.ま
た,Mansoor ら[2]は,児童・青少年を対象とした AI によるメ
ンタルヘルス支援のナラティブレビューを通じて,対話型
AI が認知の枠組みの形成や,感情表出の促進に寄与し得る

点を示している. 
こうした背景のもと,本研究が着目するのは,育児中の保
護者が抱える孤立感や精神的負担を,どのように軽減できる

かという点である.特に,保護者が一人で長時間育児を担う
「ワンオペ育児」の状況では,外部との接点が限られ,支援
を受けにくいという問題が存在している.しかしながら,現
時点ではそのような保護者に対して,いつでも気軽に利用で

き,かつ感情的にも寄り添える支援手段は十分に確立されて

いないのが現状である. 
また,細矢ら[3]は,既存の育児支援策として注目されてい
るチャットボットについても,情報提供型のものが主流であ

り,育児情報や地域サービスの紹介には一定の効果が見られ

るものの,ユーザーの感情に応答し,孤独感や不安感を和ら
げるといった精神的サポートには,限界があると指摘されて

いる.特に,「ただ話を聞いてほしい」「共感してもらいた

い」といった保護者の声に対して,既存のチャットボットが

十分に応えられていない点が課題となっている. 
対話型 AI における「共感性」のデザインは,ユーザーの
心理的受容感や信頼形成に,大きな影響を与える要素とされ

ている.Sanjeewa ら[4]のレビューでは,メンタルヘルス文脈

における,共感型会話エージェントの設計と評価手法が整理

されており,ユーザーの主観的安心感や情緒的支援が有効で

あることが示唆されている.Leeら[5]は,GPT-4を含む大規模

言語モデルが生成する対話応答が,しばしば人間の応答より
も高く ,共感的であると評価されることを実験的に示

し,LLMベースの AIが新たな対話支援ツールとしての可能

性を持つことを裏付けた.さらに,	Shenら［6］は,AIによっ
て生成されたナラティブに対し,人間が共感を抱く可能性に
着目し,AI が共感の対象となり得る存在であることを示し

ている.	 
以上の先行研究は,AI が単なる情報提供者にとどまらず,
ユーザーの情緒に寄り添う「聞き手」として機能する意義

を示しており,本研究におけるミライちゃんの設計方針にも,
重要な理論的根拠を示している.本研究は,従来の FAQ 型や
情報提供型の対話システムとは異なり,感情への共感や受容
を重視したスタイルに焦点を当てることで,これまでにない
支援の形を模索するものである. 

3. アイディア 
3.1 システム構築 

本研究では,OpenAI 社が提供する大規模言語モデル GPT-
4をベースとした APIを活用し,育児中の保護者向けの対話
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AI「ミライちゃん」を構築した.ミライちゃんとの対話は,
テキスト形式で行われ,スマートフォンやパソコンなどの端

末から簡単にアクセスできる環境を整えた. 
ユーザーは,特別な設定やアプリのインストールを行うこ

となく,自然な日本語で入力し,AI からの応答を画面上で確

認できるように設計している.実際の運用においては,育児
中の母親が日常の中で気軽に使用できるよう,対話の内容や

頻度はユーザーの都合に合わせて柔軟に対応した. 
なお,本実験では音声入力や音声出力は導入せず,テキス
トベースの対話のみに限定している.これは,夜間や子ども
が眠っている時間帯にも利用しやすいという配慮によるも

のである.今後の展開としては,音声対話の導入や,より直感

的なインタフェースの検討も視野に入れている. 

3.2 ミライちゃんの設計 

本研究では,育児中の保護者への感情的支援を目的とし
て,GPT ベースの対話型 AI「ミライちゃん」を開発・運用

した.本システムは,OpenAI 社の大規模言語モデル（GPT-4）
を活用し,保護者の語りに共感かつ個別的に応答できるよう

設計している. 
ここでいう「ミライちゃんの設計」とは,育児中の保護者
への心理的支援を目的として,GPTによる出力に共感性・受

容性・安心感をもたらすよう構築されたプロンプト設計と

応答生成の構成体系を指す.本設計にあたっては,富士通が

開発した家庭用対話型ロボット「ふくまろ」の対話スタイ

ルを参考にしつつ,より共感性と心理的安心感を重視した語

り口となるよう工夫を加えた.図 1は,ミライちゃんの構造図

を示したものである. 

 
ミライちゃんの出力は,主に 3 つの要素がある.それは,①
支援者のパーソナリティ,②コミュニケーションルール（目

的・命令・反問テンプレート）,③育児に関する知識を事前

に GPT に学習させることで構成している.また,ユーザー
（被支援者）の状態や語り方に応じて,応答を生成する仕組

みにしている. 
ミライちゃんのコミュニケーションルールの設計は,AI
応答における共感性と対話の深まりを実現するために,表１

に示す「目的」「命令」「反問テンプレート」という三つ

の観点からプロンプト文を構成した.そして,それぞれにお

いて設定した内容や言語パターンの一部を示している. 

 
まず「目的」は,ミライちゃんの応答全体のトーンや姿勢

を規定するものであり,「利用者に寄り添い,気持ちを大切

にすること」を明示することで,感情の受容や肯定を重視し

た出力を促す狙いがある.この設計は,育児中の母親が不安
や自己否定に陥りやすいという,心理的背景に配慮したもの

である. 
次に「命令」は,応答の構造的特徴に強く影響を与えるも

のであり,例えば「対話的に問題を解決してください」や

「ミラーリングとペーシング（ペースを合わせて話すこと）

を活用する」といった具体的な指示を加えることで,AI の
応答が一方的な助言に終始せず,ユーザーの語りに寄り添い

ながら展開されるように設計している.また,生成パラメー

タ（temperature, top p, max tokensなど）も設定しており,	感
情への柔軟な応答と,出力の一貫性とのバランスを重視して

調整されている点も,本システムの重要な特徴の一つである. 
さらに「反問テンプレート」は,ユーザーの発話を受け止

めた上で,自然な形で “次の話し”へと誘導するための質問

例を体系化したものであり,感情語（例：「涙もろい」「苦

痛」など）に応じた対話文を用意することで,母親の自己開

示や内省を促す構成とした.こうしたテンプレートは,実際

の臨床的対話場面や,カウンセリング技法における「再言語

化」「気づきの促し」といった手法に,着想を得ており,保
護者自身が自分の感情を言語化する一助となることを意図

している. 
本研究では,これらのプロンプト構成要素を組み合わせ,4
種類の異なるプロンプト設計（何も入っていない／目的／

命令／反問テンプレート）を用いた比較を行い,これらの有
効性を示した.以下では,各プロンプトによって,AI により生
成された応答の違いを分析し,どの設計が最も共感的かつ実
用的な支援となり得るかを検討する. 
 
 
 
 

 

図 1：ミライちゃんのプロンプト      

エンジニアリング構造図 

 
 

表 1：プロンプト設計例 
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4. 実験 
4.1 コミュニケーションルールの有効性 
本研究では,育児中の保護者の同一の発話に対して, 「ミ

ライちゃん」に 4種類の異なるプロンプト設定を与え,その
応答内容とスタイルを比較した.表 2に,各プロンプトの応答
の抜粋と文字数,表現特徴をまとめた. 分析の結果,プロンプ
トによって応答の語り口や構成,共感の深さ,問いかけの有
無などに明確な違いが確認された. 

 
まず,「何も入っていない」プロンプトでは,アドバイス
が中心となり,「どうか,自分の優しさに誇りを持ってくだ

さいね」といった一般的な励ましが見られたが,感情への深
い共感には限界があり,言葉も適切に選ばれなかった.一方,
「目的」プロンプトでは,「気持ちを受け止める言葉を先に

かけてから,伝えたいことを話す」という構造が明示されて

おり,それに沿った出力として,感情にやや寄り添う柔らか

い語りが出現していた. 
「目的＋命令」プロンプトでは,母親の発話に対するミラ

ーリングやペーシングが導入され,「それは胸がギュッと締

めつけられるような思いだよね」など,情緒的な表現や内面

に働きかける言葉が多く確認された.また,具体的な問いか
けや「共感と信頼の構築」につながる言葉が意識的に含ま

れ,次の対話へと自然に導く構成となっていた.文字数も適
度に抑えられ,情報過多にならずに共感性を確保している点

が特徴である. 

さらに「目的＋命令＋反問テンプレート」では，母親が

自身の気持ちや行動を内省することを促すような構成とな

っている.これにより,ミライちゃんの出力文字数が最も少

ないにもかかわらず,「二人の子育てって,本当に大変だよ

ね.でも,あなたは本当にすごいと思うよ」など,インパクト

のある肯定的表現が強く見られた.このように短文ながら高

い対話効果を示していた. 
以上の結果から,プロンプト設計は対話 AI の応答におけ
る共感性・実用性・個別性に大きな影響を与えることが明 
らかとなった.特に,「命令」や「反問テンプレート」の設

計は,単なる情報提供にとどまらず,保護者の感情に深く寄

り添い,安心感を与える応答を実現するために有効である. 
 
4.2 子育て中の小児科医から有効性の指摘 
本研究では,ミライちゃんの有効性を検討するために,1

歳6か月の子どもを育てる母親であり,現役の小児科医に協

力を依頼した.約1週間にわたる使用体験とインタビューを

実施した.ここでは,感想や改善点を自由に語ってもらった.

その内容を整理したものが表 3である.  

協力者は,かつて生後 7 か月までの間,育休を取りながら

日中を子どもと2人だけで過ごしていた経験を持ち,その期

間には「誰とも会話できない日が続き,強い孤独感を感じ

ていた」と述べている.仕事復帰後,孤独感は軽減されたが,

「スケジュールがタイトになり,育児の負担そのものは増

えた」とも語っており,母親にとって育児期は状況に応じ

た異なるストレスが存在する. 

ミライちゃんの使用に関しては,特に育児情報の即時取

得や遊び・離乳食レシピの提案といった「実用的なサポー

ト」が高く評価された.一方で,過去の「孤独で気持ちが落

ち込みやすかった時期」を振り返ると,ミライちゃんのポ

ジティブで明るい応答に対して,「すごく褒めてくれて,励

まされた気がした」,「『それでいいよ』と何度も言って

くれるのが安心感につながった」と語っており,共感的な

対話スタイルの心理的効果も確認された. 

また,ミライちゃんが「相手の都合を気にせず,気軽に話

せる存在」である点も評価され,「出かけなくてもすぐ話

しかけられる」,「化粧や服装などの準備が不要なのも助

かる」といった,利用ハードルの低さも強調された.AI なら

ではの利点として,「いつでも」「誰にも気兼ねせず」使

えるという特徴があり,育児中の母親の心理的負担を軽減

する可能性を示している. 

一方で,「育児フェーズによって必要な機能は変わると

思う」「通知が常に来ると煩わしく感じる可能性がある」

といった課題も挙げられており,今後は使用者の状態やラ

イフスタイルに応じた,柔軟な対応が求められることが示

唆された. 

 
 

表 3：子育て中の小児科医からヒアリング結果 

 

 
 

表 2：4 種類のプロンプトに        

基づく応答内容比較 
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最後に,協力者は「特に産後 3 か月など,うつ状態になり

やすい時期には,ミライちゃんのように話を聞いてくれる

存在が本当に必要だと思う」と語っていた.これは,AI によ

るメンタルサポートの社会的意義と可能性を示している. 

5. おわりに 
本研究では,育児中の保護者,特にワンオペ育児を担う母
親のメンタルヘルス支援を目的として,GPTベースの対話型
AI「ミライちゃん」を設計・開発し,その実用性について検
討を行った.プロンプト設計において「目的」「命令」「反

問テンプレート」などを導入することで,AI の応答内容に

顕著な違いが生まれ,共感性や受容性を高める効果が確認さ

れた.また,小児科医であり育児中の母親による使用体験か
らは,AI との対話が心理的な支えとなる可能性や,育児中の
孤独感や不安感に対して,一定の緩和効果をもたらすことが

示唆された. 
これらの結果は,プロンプト設計の工夫によって,情報提

供を超えた,感情的サポートを提供する対話 AI が構築可能

であることを示しており,育児支援領域における新たな支援

ツールの可能性を示すものである.今後は,多様な育児背景

を持つ保護者への適用や,音声対話形式への拡張,さらに長
期間の使用による心理的変化の追跡調査などを通じて,より
実用的かつ包括的な支援モデルの確立を目指したい. 
さらに,本研究の成果は,今後の社会実装にも応用可能性

を示唆している.今回の研究では,育児中の保護者を対象と
したAI対話支援の試みを家庭内での使用を想定して設計し

たが,その応用範囲は今後さらに広がる可能性がある.  
例えば,子育て支援センターや保健所,産婦人科など,対面

での相談が難しい場面において,対話型 AI が心理的な「話
し相手」として補完的に機能することで,利用者の心理的ハ
ードルを下げ,相談行動のきっかけを与えることが期待され

る.また,自治体や地域福祉サービスとの連携によって,ミラ

イちゃんのような共感的 AIを LINEなどのチャットツール

と組み合わせて提供すれば,より日常的かつ継続的な支援が
実現可能となる.さらに,専門職による対応の待機時間や業

務負担を軽減する補助的ツールとしての活用も期待され,既
存の支援体制を補強する一助となるだろう.本研究の成果

は,AI 技術が社会的孤立の緩和や育児における心理的負担

の軽減に貢献し得る可能性を示すものであり,今後の実装と

制度設計に向けた基礎的知見として活用されることが期待

される. 
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